
10月29日（火） 2024年  19:00–20:30

出演 百瀬文 Aya Momose ［アーティスト］

 SIDE CORE
場所 ワタリウム美術館 SIDE CORE展会場 

定員 40名／参加費 1,000円 （会員割引有） ※事前予約制

SIDE CORE展  関連イベント

トーク 

申込フォーム

申込方法

ご参加希望の方は、ワタリウム美術館1F受付、または下記の申込フォームよりご予約ください。 

▶ 申込フォームはこちら  https://forms.gle/Xgzu2ZCoLybZLybW6
● Googleフォームからの返信を持ちましてご予約完了となります。

● 当日、ワタリウム美術館1F受付にてGoogleフォームからの返信画面をご提示いただき、参加費をお支払いください。

ワタリウム美術館
〒150-0001 東京都渋谷区神宮前3-7-6　Tel：03-3402-3001 
Email : official@watarium.co.jp  URL : http://www.watarium.co.jp

百瀬文 ｜1988 年東京都生まれ。2013 年武蔵野美術大学大学院造形研究科美術専攻油絵
コース修了。映像によって映像の構造を再考させる自己言及的な方法論を用いながら、他者との
コミュニケーションの複層性を扱う。近年は映像に映る身体の問題を扱いながら、セクシュアリティ
やジェンダーへの問いを深めている。主な個展に「百瀬文 口を寄せる」（十和田市現代美術館、
2022 年）、主なグループ展に「国際芸術祭 あいち2022」（愛知芸術文化センター、2022 年）
など。主な作品収蔵先に、東京都現代美術館、愛知県美術館、横浜美術館などがある。2023
年に作品集『百瀬文 口を寄せる Momose Aya: Interpreter』 ( 美術出版社 )、2024 年に初
のエッセイ集『なめらかな人』 ( 講談社 ) を刊行。
Website：http://ayamomose.com/
Instagram：https://www.instagram.com/ayamomose/

Photo: Shingo Kanagawa

アーティスト達にとって生活と制作、政治やコミュニティへの参加は、明確に線引きできない活動です。

今回のトークショーでは、内面的な感覚と政治的な問題意識が直結することを、明確に表現するアーティストの百瀬文さんを招き、

線引きできないこれらの活動（ライフ・アート・アクション）の結びつきについて、それぞれの考えや情報を交換する機会となります。

「ライフ・アート・アクション」

https://forms.gle/Xgzu2ZCoLybZLybW6

